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佐
賀
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
︑
六
月
四
日
㈬
︑
佐
賀
市
天
神
の
﹁
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
﹂
で
平
成
二
十
六
年
度

﹁
通
常
総
会
﹂
を
会
員
各
位
の
出
席
の
も
と
︑
来
賓
に
佐
賀
県
教
育
委
員
会
副
教
育
長
・
中
島
秀
明
様
を
は
じ
め
︑
教
育
庁

各
課
の
課
長
様
方
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
た
︒

総
会
で
は
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
︑
決
算
・
監
査
報
告
の
後
︑
役
員
改
選
を
行
い
︑
小
出
邦
彦
会
長
︵
佐
賀
商
業
高

校
後
援
会
会
長
︶
を
再
任
し
た
︒
そ
の
後
︑
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
案
︑
会
計
予
算
案
な
ど
を
協
議
し
︑
提
案
ど

お
り
に
可
決
し
た
︒
﹁
研
修
﹂
で
は
︑
大
分
県
の
お
お
い
た
観
光
特
使

矢
野
大
和
氏
に
よ
る
︑﹁
笑
っ
て
元
気
～
お
互
い
様

の
こ
こ
ろ
﹂
と
題
し
た
講
話
が
行
わ
れ
︑
矢
野
先
生
の
元
気
の
よ
い
巧
み
な
話
術
に
引
き
込
ま
れ
︑
研
鑽
を
積
ん
だ
︒

総
会
で
は
︑
最
初
に
小
出
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
︑
県
高
Ｐ
連
の
諸
活
動
に
対

す
る
県
教
育
委
員
会
並
び
に
会
員
各

位
の
ご
尽
力
に
対
し
︑
深
い
敬
意
と
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
あ
と
︑
四
年
後

の
平
成
三
十
年
に
は
全
高
Ｐ
連
大
会

を
佐
賀
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
︑

近
々
﹁
準
備
委
員
会
﹂
を
立
ち
上
げ
︑

各
地
区
の
事
務
局
校
を
中
心
に
︑
具
体

的
に
動
き
始
め
る
こ
と
へ
の
協
力
依

頼
を
行
っ
た
︒

ま
た
︑
二
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

﹁
全
高
Ｐ
連
会
長
・
事
務
局
長
研
修
会
﹂

で
の
︑
女
子
高
校
生
の
自
転
車
事
故
に

つ
い
て
の
講
話
内
容
を
紹
介
し
た
︒

自
転
車
側
が
加
害
者
に
な
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
︑
最
近
は
自
転
車
事
故
の
高

額
賠
償
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
触
れ
︑
自
転
車
事
故
削
減
の
取
組
の

お
願
い
と
と
も
に
︑﹁
賠
償
責
任
補
償

制
度
﹂
未
加
入
の
学
校
に
は
再
検
討
を

呼
び
か
け
た
︒

そ
の
後
︑
中
島
秀
明
副
教
育
長
に
よ

る
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
︑
功
労
者
表
彰
︑

感
謝
状
贈
呈
を
行
い
︑
議
事
に
入
っ
た
︒

総会常通

会
長
に
小
出
邦
彦
氏
を
再
任

会
長
に
小
出
邦
彦
氏
を
再
任

｢
怠
け
る
と
い
う
こ
と
の
痛
さ
を
知
る
の
は
︑
今
の
お
前
で
は

無
く
︑
未
来
の
お
前
だ
ぞ
︒
﹂

第
六
回
東
井
義
雄
賞
﹁
い
の
ち
の
こ
と
ば
﹂
入
賞
作
品

大
阪
の
濱
野
君
が
高
校
の
受
験
勉
強
を
怠
け
て
い
た
時
︑
寡
黙

な
祖
父
が
言
っ
て
く
れ
た
言
葉
だ
そ
う
で
す
︒

科
学
や
技
術
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
︒
年
を
重
ね
て
く
る

と
︑
高
校
生
が
解
っ
て
い
る
事
や
出
来
て
い
る
事
に
つ
い
て
い
け

な
い
こ
と
が
多
い
︒
し
か
し
︑
経
験
を
活
か
し
た
言
葉
は
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
︒
未
来
の
お
前
の
た
め
に
︒

佐
賀
県
立
白
石
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

西

昭
文

議

事

一

平
成
二
十
五
年
度
事
業
並
び
に

決
算
・
監
査
報
告

事
業
及
び
会
務
報
告
の
後
︑
決

算
・
監
査
の
報
告
を
行
う
︒

収
入

一
三
二
九
万
九
九
六
七
円

支
出

一
一
五
六
万
三
九
八
三
円

差
引

一
七
三
万
五
九
八
四
円

︵
次
年
度
へ
繰
越
)

二

役
員
改
選

会
長
に
小
出
邦
彦
氏
を
再
任
︒
副

会
長
︑
理
事
︑
監
事
共
に
左
表
の
と

お
り
承
認
さ
れ
た
︒

三

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
審
議

事
業
に
つ
い
て
︑
県
高
Ｐ
連
独
自

の
事
業
は
例
年
並
み
で
︑
主
な
事
業

計
画
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

①
通
常
総
会

｢グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
﹂

六
月
四
日
㈬

②
第
五
十
八
回
九
高
Ｐ
連
大
会

｢鹿
児
島
大
会
﹂
鹿
児
島
市
民

文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

六
月
十
九
日
㈭
・
二
十
日
㈮

③
第
六
十
四
回
全
高
Ｐ
連
大
会

｢福
井
大
会
﹂
サ
ン
ド
ー
ム
福

井
ほ
か

八
月
二
十
一
日
㈭
～二

十
三
日
㈯

④
地
区
別
指
導
者
研
修
会

▽
鹿
藤
地
区

十
月
四
日
㈯

割
烹
﹁
清
川
﹂

▽
佐
城
地
区

十
月
十
七
日
㈮

県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

▽
杵
西
地
区

十
月
二
十
八
日
㈫

白
石
町
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
唐
松
地
区

十
一
月
十
日
㈪

Ｈ
Ｒ
Ｋ
唐
津
支
店

▽
三
神
地
区

十
一
月
二
十
七
日
㈭

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

予
算
関
係
で
は
︑
平
成
二
十
年
に

安
全
互
助
会
会
計
及
び
積
立
基
金
を

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
計
に
一
本
化
し
︑
給
付
事

業
︵
支
払
い
義
務
の
あ
る
方
へ
の
各

種
見
舞
金
の
給
付
︶
の
み
を
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
計
で
支
出
し
て
き
た
が
︑
今
後
も

継
続
し
て
い
く
こ
と
で
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
︒

矢野大和氏

旧役員退任あいさつ

平
成
二
十
六
年
度

〃

致

遠

館

伊
東

猛
彦

副
会
長

九
高
Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
長

会

長

佐
賀
商
業

小
出

邦
彦

会

長

○
調
査
広
報

〃

鳥
栖
工
業

松
隈

剛

〃

◇
調
査
広
報

白

石

西

昭
文

〃

◇
健
全
育
成

〃

唐

津

西

前
田

春
実

〃

○
進
路
対
策

〃

太

良

木
原

秀
憲

〃

○
総

務

〃

井
上

常
茂

〃

総

務

副
会
長

佐

賀

東

平
野

佳
美

〃

○
調
査
広
報

会

長

鳥
栖
工
業

松
隈

剛

理

事

健
全
育
成

校

長

佐
賀
商
業

〃

九
高
Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
長

〃

佐
賀
商
業

小
出

邦
彦

〃

◇
健
全
育
成

〃

唐

津

西

前
田

春
実

〃

◇
進
路
対
策

〃

佐

賀

東

川
崎

賢
朗

○
総

務

〃

白

石

西

昭
文

〃

◇
総

務

〃

杵
島
商
業

田
中

浩
吉

〃

﹃
言

葉

の

力
﹄

﹃
言

葉

の

力
﹄

国
語
教
師
と
し
て
四
十
年
近
く
勤

め
て
い
る
︒
力
量
が
伴
っ
て
い
た
か

ど
う
か
は
さ
て
置
き
︑﹁
言
葉
﹂
に
つ

い
て
の
感
覚
は
人
よ
り
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
︒
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア

の
偉
大
な
小
説
家
で
あ
る
ト
ル
ス
ト

イ
は
﹁
時
は
過
ぎ
去
る
け
れ
ど
も
︑

ひ
と
た
び
発
せ
ら
れ
た
言
葉
は
︑
永

久
に
あ
と
に
残
る
︒﹂
と
言
っ
た
そ

う
だ
が
︑
こ
の
こ
と
か
ら
言
葉
の
持

つ
重
み
や
︑
言
葉
の
功
罪
を
つ
い
考

え
て
し
ま
う
︒
発
し
た
言
葉
は
︑
そ

の
人
の
普
段
の
思
考
︑
ひ
い
て
は
生

き
方
そ
の
も
の
を
表
し
て
の
結
果
で

あ
る
︒

し
か
し
︑
言
葉
が
受
け
取
っ
た
側

の
生
き
方
を
支
え
る
こ
と
も
あ
る
︒

私
の
好
き
な
作
家
に
井
上
ひ
さ
し
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
︒
軽
妙
洒
脱
な

中
に
も
︑
人
と
し
て
の
真
実
を
作
品

を
通
し
て
炙
り
出
さ
れ
た
方
で
あ
る
︒

井
上
さ
ん
が
︑
次
の
よ
う
な
言
葉
を

残
さ
れ
て
い
る
︒

｢
難
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
︑

や
さ
し
い
こ
と
を
深
く
﹂

こ
の
言
葉
を
最
近
の
私
の
生
き
方

の
一
本
の
﹁
芯
﹂︑
自
分
の
思
考
・
行

動
の
座
標
軸
と
し
て
い
る
︒
個
人
と

し
て
生
活
す
る
時
も
そ
う
だ
が
︑
学

校
で
同
僚
の
先
生
方
や
生
徒
た
ち
と

接
す
る
時
も
︑
ま
た
保
護
者
の
方
や

地
域
の
方
と
お
会
い
す
る
時
も
言
葉

を
通
し
て﹁
や
さ
し
い
こ
と
を
深
く
﹂

伝
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
つ
も
り
だ
︒

昨
今
の
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
も

言
葉
の
重
み
を
捉
え
ず
に
︑
摩
擦
と

な
っ
て
噴
き
出
す
こ
と
が
多
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
︒
言
葉
の
最
前
線
に

あ
る
学
校
で
も
︑
ご
家
庭
で
も
︑
生

き
方
の
支
え
と
も
な
る
言
葉
の
大
切

さ
を
︑
今
一
度
見
直
せ
れ
ば
と
思
う
︒

唐
津
西
高
等
学
校

校
長

副
島

一
春

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

調
査
広
報

〃

佐
賀
女
子

上
田

雄
一

〃

○
進
路
対
策

会

長

太

良

木
原

秀
憲

理

事

佐

賀

西

平
山

又
一

〃

健
全
育
成

〃

唐
津
商
業

古
藤

良
子

〃

健
全
育
成

〃

佐
賀
商
業

井
上

常
茂

〃

進
路
対
策

校

長

中
原

正
幸

〃

総

務

〃

佐
賀
清
和

辻

裕
一

〃

健
全
育
成

〃

唐

津

西

副
島

一
春

〃

調
査
広
報

〃

鳥
栖
工
業

〃

総

務

〃

白

石

蒲
原

正
憲

〃

会

長

東

明

館

二
又

清

監

事

進
路
対
策

〃

太

良

山
口

孝

〃

唐
津
青
翔

前
野

亮
一

〃

(

佐
高
Ｐ
連
前
会
長
︶

宮
本

幸
治

顧

問

〃

敬

徳

中
島

浩

〃



守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル
　
高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
　
　
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
　
九
月
二
十
一
日
㈰
〜
九
月
三
十
日
㈫
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高
志
館
高
等
学
校
教
育
振
興
会

・
役
員
会
の
基
本
方
針
の
下
︑
保
護

者
・
教
師
が
協
力
で
き
る
組
織
・

活
動
体
制
の
構
築

・
多
く
の
保
護
者
の
関
わ
り
・
参
加

に
向
け
︑
固
定
化
さ
せ
な
い
ク
ラ

ス
役
員
の
選
出

・
学
校
行
事
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
支
援
活
動
の
実
施

・
専
門
教
育
の
内
容
公
開
と
活
動
の

雰
囲
気
づ
く
り
に
向
け
た
公
開
講

座
の
実
施

・
保
護
者
・
教
師
が
協
力
し
た
生
活

指
導
︵
あ
い
さ
つ
運
動
︶
の
実
施

・
保
護
者
・
教
師
が
協
力
し
た
広
報

活
動
︵
年
三
回
の
広
報
誌
発
行
︶

の
実
施

こ
の
表
彰
は
そ
の
趣
旨
に
︑﹁
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
本
来
の
目
的
・
性
格
に
照
ら

し
︑
優
秀
な
実
績
を
上
げ
て
い
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
表
彰
し
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健
全
な

育
成
︑
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
﹂
と
う
た
っ
て
あ
り
︑
組
織
︑

運
営
及
び
活
動
に
つ
い
て
設
け
て
あ

る
表
彰
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
︒

本
県
で
は
近
年
︑
三
養
基
高
校
︑

金
立
特
別
支
援
学
校
︑
嬉
野
高
校
が

受
賞
し
て
い
る
︒ （

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

県
内
で
の
六
校
会
や
杵
西
地
区
の

活
動
︑
そ
し
て
私
立
の
龍
谷
総
合
学

園
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
へ
の
参
加
を

通
し
て
︑
他
校
の
取
り
組
み
に
刺
激

さ
れ
︑
会
長
を
中
心
に
自
分
た
ち
で

話
し
合
い
︑
活
動
し
て
い
こ
う
と
い

う
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
︑
あ
い
さ

つ
運
動
な
ど
︑
年
間
を
通
し
て
の
活

動
に
つ
な
が
っ
た
︒

敬　徳高校
盲　　学校

古財　政成 氏
平松　　宏 氏

役員等表彰役員等表彰役員等表彰
香月　英二 氏

香
楠
中
学
校
・
鳥
栖
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

前
会
長

古
財

政
成

氏

佐
高
Ｐ
連
の
副
会
長
︑
理
事
と
し
て
︑

県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
一

方
で
︑
副
会
長
と
し
て
四
年
間
︑
会
長

と
し
て
一
年
間
の
間
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て

年
三
回
の
新
聞
発
行
︑
登
校
指
導
︑
豚

汁
会
︑
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
の
企
画
・
実
施
な
ど
︑
本
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
︒

唐
津
東
高
等
学
校
・
唐
津
東
中
学
校
振
興
会

前
会
長

平
松

宏

氏

平
成
二
十
年
度
か
ら
二
年
間
振
興

会
監
査
と
し
て
︑
さ
ら
に
平
成
二
十

三
年
度
は
副
会
長
︑
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
は
振
興
会
会
長
と
し
て
こ
れ

ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
︑
本
会
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
︒

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
三
つ
の
専
門
部
︵
総
務
︑

母
親
︑
広
報
︶
を
中
心
に
活
動
を
展

開
し
︑
学
校
と
一
体
と
な
っ
て
地
域

に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
る
︒
特
に
︑
毎
年
十
二
月
に
行
わ

れ
る
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
う
ど

ん
の
振
る
ま
い
は
︑
母
親
部
の
全
面

的
な
協
力
を
得
て
感
動
的
な
行
事
に

定
着
し
た
︒

嬉　野高校
ろ　う学校

香月　英二 氏 西山　清則 氏
稲葉　武彦 氏

感謝状感謝状感謝状

佐

賀

農

業

◎
功
労
者
表
彰

佐

賀

学

園

熊
谷

誠
司

龍

谷

城
本

敏
昭

ろ

う

学

校

古
賀

秀
徳

嬉

野

野
中

謙
次

牛

津

西
山

清
則

杵

島

商

業

池
田

泰
人

伊
万
里
商
業

豊
増

靖
彦

鳥

栖

商

業

◎
感
謝
状
贈
呈

野
口

俊
彦

稲
葉

武
彦

東

明

館

木
塚

貴
博

有

田

工

業

古
財

政
成

香
楠
・
鳥
栖

平
松

宏

唐

津

東

岸
川

正
人

佐

賀

西

香
月

英
二

事

務

局

岡

真
理

厳

木

山
田

毅

鳥

栖

工

業

牟
田

久
俊

有

田

工

業

白
水

敏
光

唐

津

東

丹
宗

成
一

致

遠

館

内
山

隆
文

鳥

栖

久
保

隆
慶

佐

賀

東

深
川

直
人

高

志

館

糸
山

美
和

致

遠

館

久
保
田
雅
敏

杵
島
商
業
高
等
学
校
後
援
会

前
会
長

西
山

清
則

氏

平
成
十
三
年
よ
り
十
三
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
︑
杵
島
商
業
高
校
後
援
会

長
と
し
て
︑
学
校
の
発
展
に
尽
力
し
た
︒

そ
の
間
︑
平
成
十
四
年
の
五
十
周
年
︑

平
成
二
十
四
年
の
六
十
周
年
の
記
念

行
事
や
︑
そ
の
他
諸
行
事
に
率
先
し
て

取
り
組
み
︑
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
︒

東
明
館
中
学
校
・
高
等
学
校
後
援
会

前
会
長

稲
葉

武
彦

氏

長
年
に
わ
た
っ
て
後
援
会
の
要
職

を
歴
任
し
︑
後
援
会
活
動
の
充
実
︑

発
展
に
力
を
注
い
で
き
た
︒
ま
た
︑

学
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
多
大
な

理
解
と
支
援
に
よ
り
︑
後
援
会
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
生
徒
の
育
成
に

邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒

盲
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

盲
学
校
P
T
A嬉

野
高
等
学
校
P
T
A

嬉
野
高
等
学
校
P
T
A

毎
月
第
一
月
曜
日
に
︑
登
校
す

る
児
童
・
生
徒
の
様
子
を
見
守
り

挨
拶
を
交
わ
す
﹁
あ
い
さ
つ
運
動
﹂

に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
ま
た
文
化

祭
で
は
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
に
取
り

組
ん
で
い
る
︒

会
員
研
修
で
は
︑
就
労
を
見
据

え
た
工
場
見
学
や
他
県
の
ろ
う
学

校
視
察
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
︒

敬
徳
高
等
学
校
後
援
会

敬
徳
高
等
学
校
後
援
会

点字ブロック啓発活動

｢高志ちゃんこ」の振る舞い

佐
賀
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

前
事
務
局
長

香
月

英
二

氏

平
成
十
九
年
十
月
よ
り
平
成
二
十

六
年
三
月
ま
で
の
六
年
六
か
月
間
に

わ
た
り
︑
県
連
事
務
局
長
と
し
て
︑

ま
た
小
出
会
長
の
補
佐
役
と
し
て
活

躍
し
な
が
ら
︑
九
高
Ｐ
連
及
び
県
高

Ｐ
連
の
活
動
に
貢
献
し
た
︒
特
に
︑

平
成
二
十
二
年
に
担
当
し
た
九
高
Ｐ

連
の
﹁
が
ば
い
響
け
佐
賀
大
会
﹂
で

は
︑
事
前
の
準
備
段
階
か
ら
大
会
当

日
ま
で
の
慌
た
だ
し
い
業
務
を
的
確

に
こ
な
し
︑
九
州
大
会
を
成
功
裏
に

終
了
さ
せ
た
︒

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
小
規
模
な
が
ら
︑

毎
年
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
や
近

県
を
含
め
障
が
い
者
自
立
支
援
施
設

等
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
︒
保
護
者

と
学
校
の
連
携
を
基
に
︑
視
覚
障
が

い
等
へ
の
知
見
を
深
め
︑
共
生
社
会

の
実
現
に
資
す
る
自
己
啓
発
を
重
ね

て
い
る
単
体
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
推
薦
に

値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

あいさつ運動

うどんの振るまい

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

ろ
う
学
校
P
T
A

ろ
う
学
校
P
T
A

唐

津

工

業

山
田

毅

鳥

栖

工

業

野
口

俊
彦

佐

賀

農

業

金
子

和
宏

伊
万
里
農
林

平
松

宏

唐

津

東

菅

浩
平

佐

賀

北

古
財

政
成

香
楠
・
鳥
栖

◎
功
労
者
表
彰

橋
本

武
司

︵
敬
称
略
)

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

ま
た
︑
県
高
Ｐ
連
事
務
局
長
と
併

せ
て
県
高
等
学
校
長
協
会
事
務
局
長

と
し
て
︑
佐
賀
県
教
育
の
充
実
・
発

展
に
向
け
て
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
︒

長
い
間
︑
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
︒

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

あいさつ運動



子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

　
　
　
　
　
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」（
九
月
三
十
日
） 
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頑張ってるね!!

　　　輝いてる
ね!!頑張ってるね!!

　　　輝いてる
ね!!頑張ってるね!!

　　　輝いてる
ね!!

シリーズ №19 努
力
は
君
を
裏
切
ら
な
い

努
力
は
君
を
裏
切
ら
な
い

鳥
栖
工
業
高
等
学
校

駅
伝
部
・
レ
ス
リ
ン
グ
部

本
校
の
駅
伝
部
と
レ
ス
リ
ン
グ
部

を
紹
介
し
ま
す
︒
ま
ず
駅
伝
部
で
す

が
全
国
高
校
駅
伝
三
十
八
回
出
場

︵
出
場
回
数
全
国
六
位
︶
入
賞
十
五
回

︵
入
賞
回
数
全
国
八
位
︶
を
誇
る
伝
統

校
で
す
︒
今
年
度
は
三
年
生
十
二
名
︑

二
年
生
十
名
︑
一
年
生
十
一
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
︒
先
日
行
わ
れ
た
県

高
校
総
体
も
総
合
優
勝
し
︑
三
種
目

の
べ
六
名
が
全
国
高
校
総
体
出
場
を

決
め
て
く
れ
ま
し
た
︒
現
在
五
千
ｍ
︑

十
四
分
台
を
十
四
名
抱
え
︑
上
位
七

名
の
平
均
タ
イ
ム
は
全
国
三
位
を
記

録
し
て
い
ま
す
︵
平
成
二
十
六
年
六

月
末
現
在
︶︒
全
国
高
校
駅
伝
に
お

い
て
は
三
年
連
続
九
位
と
僅
差
で
八

位
入
賞
を
逃
し
て
い
ま
す
︵
平
成
四

年
ま
で
は
十
位
ま
で
が
入
賞
︶
の
で

今
年
こ
そ
壁
を
破
り
た
い
と
い
う
強

い
思
い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
︒

続
い
て
レ
ス
リ
ン
グ
部
で
す
︒
レ

ス
リ
ン
グ
部
は
全
国
高
校
総
体
に
十

五
回
出
場
し
て
い
ま
す
︒
現
メ
ン

バ
ー
は
︑
九
州
新
人
大
会
優
勝
︵
佐

賀
県
初
︶︑
全
国
選
抜
大
会
三
位
︵
佐

賀
県
初
︶︑
九
州
大
会
準
優
勝
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
︒

個
人
で
も
︑
九
州
大
会
三
階
級
優
勝

︵
参
加
校
中
最
多
︶
や
︑
国
内
だ
け
の

活
躍
に
留
ま
ら
ず
︑
ア
ジ
ア
大
会
・

世
界
大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
︒

卒
業
生
も
世
界
選
手
権
の
代
表
や
国

際
大
会
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
︒
自
分
に
限
界
を
設
け
ず
︑

日
々
強
く
な
ろ
う
と
今
日
も
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
︒

Ｕ
Ｄ
推
進
校
と
し
て

Ｕ
Ｄ
推
進
校
と
し
て

白
石
高
等
学
校

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

本
校
は
今
年
度
︑﹁
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
︵
以
下
Ｕ
Ｄ
︶
推
進
校
﹂
に

指
定
さ
れ
︑
そ
の
最
初
の
取
り
組
み
と

し
て
七
月
十
四
日
㈪
︑
佐
賀
県
統
括
本

部
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
グ

ル
ー
プ
係
長
の
江
頭
里
美
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
︑
一
年
生
を
対
象
と
し
た
講

話
が
行
わ
れ
た
︒
講
話
で
は
︑﹁
Ｕ
Ｄ

と
は
何
か
﹂
や
﹁
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
Ｕ

Ｄ
と
の
違
い
﹂
に
つ
い
て
の
説
明
や
︑

建
物
や
交
通
︑
ま
ち
な
か
や
家
の
中
に

あ
る
Ｕ
Ｄ

に
つ
い
て

具
体
例
を

挙
げ
な
が

ら
の
説
明

が
あ
り
︑

生
徒
た
ち

は
理
解
を

深
め
た
︒

二
学
期
以
降
は
︑
今
回
の
講
話
の

内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
︑
普
及
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
︑
学
校
の

実
情
に
応

じ
て
︑
創

意
工
夫
を

凝
ら
し
た

Ｕ
Ｄ
教
育

を
目
指
し

て
取
り
組

ん
で
い
く
︒

︻
様
々
な
取
り
組
み
︼

１
．
昨
年
の
文
化
祭
の
バ
ザ
ー
収
益

金
を
地
元
白
石
町
の
Ｕ
Ｄ
取
り
組

み
の
た
め
に
寄
付
︒

２
．
体
育
祭
の
時
に
高
齢
者
用
の
席

を
準
備
す
る
︒

３
．
｢見
や
す
い
チ
ョ
ー
ク
﹂﹁
人
に

優
し
い
画
鋲
︵
プ
ニ
ョ
プ
ニ
ョ
ピ

ン
︶﹂﹁
針
を
使
わ
な
い
ホ
ッ
チ
キ

ス
﹂
な
ど
を
使
用
す
る
よ
う
に
呼

び
か
け
て
い
る
︒

４
．﹁
Ｕ
Ｄ
紙
芝
居
﹂︵
三
年
生
︶
を

保
育
園
と
学
童
保
育
で
の
実
施
に

向
け
て
現
在
企
画
中
︒

佐賀県立白石高等学校

清明・自立・創造

ユ
ベ
ン
ト
ス
ユ
ー
ス
(

Ｕ

)

と

16

ユ
ベ
ン
ト
ス
ユ
ー
ス
(

Ｕ

)

と

16

の
交
流
を
行
い
ま
し
た

の
交
流
を
行
い
ま
し
た佐

賀
商
業
高
等
学
校

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

サ
ガ
ン
鳥
栖
ユ
ー
ス
と
の
交
流
試

合
の
た
め
︑
来
日
し
︑
六
月
十
九
日

㈭
か
ら
六
月
二
十
二
日
㈰
ま
で
佐
賀

に
滞
在
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
︑
ト
リ

ノ
に
本
拠
地
を
置
く
名
門
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
︑
ユ
ベ
ン
ト
ス
ユ
ー
ス
︵
Ｕ

︶
チ
ー
ム
の
選
手
︑
監
督
︑
ス
タ
ッ

16フ
な
ど
総
勢
二
十
八
名
が
︑
六
月
二

十
日
に
県
庁
で
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
︑
佐
賀
商
業
学
校
に
来
校
し
︑

日
本
文
化
体
験
等
で
生
徒
と
交
流
を

行
い
ま
し
た
︒

県
庁
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
佐
賀

商
業
の
生
徒
は
参
加
し
︑
花
束
の
贈

呈
等
を
行
い
ま
し
た
︒

そ
の
後
︑
一
行
は
︑
佐
賀
商
業
高

校
へ
移
動
︑
吹
奏
楽
部
が
歓
迎
の
演

奏
を
行
う
中
︑
多
く
の
生
徒
が
出
迎

え
を
行
い
ま
し
た
︒
ま
ず
茶
道
を
体

験
︑
茶
道
部
の
生
徒
が
お
手
前
を
披

露
し
︑
所
作
を
教
え
る
な
ど
の
交
流

を
行
い
ま
し
た
︒

次
に
書
道
体
験
︑
書
道
部
の
生
徒

か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
思
い

思
い
に
好
き
な
言
葉
を
書
い
た
り
︑

書
道
部
の
生
徒
が
う
ち
わ
に
﹁
ユ
ベ

ン
ト
ス
﹂
の
訳
語
﹁
青
春
﹂
と
書
き

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
と
い
う
交
流
を

行
い
ま
し
た
︒

最
後
に
︑
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
交
換
し
記
念

撮
影
を
行
い
交
流
は
終
了
し
ま
し
た
︒

参
加
し
た
生
徒
の
感
想
は
︑﹁
双

方
が
楽
し
く
交
流
で
き
て
よ
か
っ

た
︒﹂﹁
世
界
の
舞
台
を
意
識
し
て
い

る
選
手
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑

自
分
た
ち
に
も
よ
い
刺
激
と
な
っ

た
︒﹂﹁
こ
う
し
た
機
会
が
持
て
て
よ

か
っ
た
の
と
︑
今
後
も
こ
う
し
た
機

会
が
多
く
あ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
︒﹂

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
︒

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

疫疫疫疫疫疫疫疫疫

な
お
︑
佐
賀
商
業
高
校
は
︑
こ
う

し
た
国
際
文
化
交
流
に
参
加
す
る
機

会
が
多
く
あ
り
︑
今
後
︑
ア
メ
リ
カ

訪
問
や
韓
国
か
ら
の
交
流
団
を
迎
え

る
国
際
交
流
を
控
え
て
い
ま
す
︒
こ

う
し
た
機
会
を
通
し
て
︑
広
い
視
野

や
国
際
的
な
感
覚
を
身
に
つ
け
︑
国

際
的
に
活
躍
で
き
る
商
業
人
と
し
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒
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九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

九
州
地
区
高
Ｐ
連
大
会

き
ば
れ

ひ
っ
と
べ

鹿
児
島
大
会

︵
六
月
十
九
・
二
十
日
︶

第２分科会

｢本校における平成25年度ＰＴＡ活動｣

佐賀県立塩田工業高等学校ＰＴＡ

前会長 高田孝二郎

本
校
紹
介

塩
田
工
業
高
校
は
昭
和

年
に
開

39

校
し
︑
昨
年
創
立

周
年
を
迎
え
ま

50

し
た
︒
こ
の
春
の
新
校
舎
︵
教
室
棟
︑

管
理
棟
︶
完
成
を
待
ち
︑
今
年

月
11

日
に
１
年
遅
れ
の
創
立

周
年
式

22

50

典
を
行
い
ま
す
︒
２
︑
３
年
生
は
機

械
科
・
情
報
技
術
科
・
電
気
科
・
建

築
科
の
４
ク
ラ
ス
編
成
で
す
が
︑
少

子
化
の
影
響
で
本
年
度
入
学
生
は
３

ク
ラ
ス
編
成
と
な
り
︑
情
報
技
術

科
・
電
気
科
が
１
ク
ラ
ス
と
な
り
ま

し
た
︒
本
校
は
︑
有
明
海
を
望
む
高

台
に
位
置
し
︑
周
囲
に
は
鹿
島
の
祐

徳
稲
荷
神
社
︑
嬉
野
温
泉
︑
武
雄
温

泉
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
塩
田
地
区

は
石
工
の
里
で
あ
り
︑
塩
田
津
の
伝

統
建
築
群
と
し
て
も
有
名
で
す
︒

『希
望
﹄﹃
錬
磨
﹄﹃
誠
実
﹄
の
校
訓

の
も
と
保
護
者
・
職
員
・
生
徒
︑
一

丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
︒

今
回
の
テ
ー
マ
が
﹃
進
路
指
導
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
﹄
と
い
う
こ
と
な
の
で
︑

Ｐ
Ａ
Ｔ
活
動
の
中
で
も
進
路
指
導
に

関
係
の
あ
る
も
の
︑
特
に
就
職
試
験

へ
向
け
て
の
模
擬
面
接
指
導
︑
３
年

生
を
励
ま
す
会
を
中
心
に
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

就
職
試
験
へ
向
け
て
の
模
擬
面
接
指
導

数
年
前
ま
で
は
︑
学
校
長
︑
進
路

指
導
部
︑
各
科
主
任
を
中
心
と
し
た

教
職
員
の
み
の
面
接
指
導
で
し
た
︒

教
職
員
だ
け
の
指
導
で
は
生
徒
に
慣

れ
が
で
て
き
て
︑
臨
場
感
に
欠
け
る

の
で
は
な
い
か
︒
第
三
者
を
入
れ
て
︑

よ
り
緊
張
感
を
持
た
せ
︑
企
業
に
近

い
立
場
か
ら
面
接
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
︒
と
い
う
声
が
で
ま
し

た
︒そ

こ
で
︑
新
た
な
面
接
指
導
の
工

夫
と
し
て
︑
企
業
に
勤
め
て
お
ら
れ

る
保
護
者
を
面
接
指
導
の
メ
ン
バ
ー

に
加
え
︑
従
来
の
採
点
方
式
に
よ
る

面
接
評
価
表
を
使
用
し
︑
模
擬
面
接

の
様
子
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
︑
生
徒
の

面
接
指
導
に
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
︒

平
成

年
度
よ
り
進
路
指
導
部
の

22

計
画
に
よ
り
教
職
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
面

接
指
導
に
当
た
る
よ
う
に
な
り
︑
採

点
方
式
に
よ
る
評
価
表
や
ビ
デ
オ
撮

影
に
よ
る
指
導
の
結
果
︑
４
年
連
続
︑

就
職
・
進
学
率
１
０
０
％
を
達
成
し

て
い
ま
す
︒
以
前
か
ら
の
分
を
含
め

る
と
︑
８
年
連
続
に
な
り
ま
す
︒

疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫

九
州
地
区
盲
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

佐
賀
大
会
が
七
月
二
十
四
日
㈭
・
二

十
五
日
㈮
の
二
日
間
︑
佐
賀
市
の
グ

ラ
ン
デ
は
が
く
れ
に
お
い
て
︑
九
州

各
県
か
ら
四
十
四
名
の
会
員
の
参
加

を
得
て
開
催
さ
れ
た
︒

一
日
目
は
︑
開
会
行
事
︑
総
会
が

行
わ
れ
た
︒
総
会
の
後
半
に
は
全
国

盲
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
報
告
︑
感
謝

状
の
贈
呈
が
あ
っ
た
︒
そ
の
後
の
講

演
会
で
は
︑
福
岡
県
点
字
図
書
館
館

長
の
吉
松
政
春
氏
に
︑﹁
障
害
者
の

社
会
参
加
に
つ
い
て
﹂
と
い
う
演
題

で
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
︒

二
日
目
に
は
︑
会
長
部
会
と
校
長

部
会
に
分
か
れ
︑
分
科
会
が
行
わ
れ
︑

そ
の
後
︑
全
体
会
︑
閉
会
行
事
と
続

き
︑
二
日
間
の
充
実
し
た
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
︒

全
国
高
Ｐ
連
大
会

全
国
高
Ｐ
連
大
会

福
井
大
会
︵
八
月
二
十
一
～
二
十
三
日
︶

連
前
事
務
局
長
の
香
月
英
二
氏
が
受

賞
さ
れ
た
︒

そ
の
後
︑﹁
今
求
め
ら
れ
る
考
福

脳
～
脳
科
学
者
か
ら
の
提
案
～
﹂
と

い
う
演
題
で
脳
科
学
者
の
茂
木
健
一

郎
氏
に
よ
る
﹁
基
調
講
演
﹂
が
あ
っ

た
︒
専
門
性
の
高
い
内
容
で
あ
っ
た

が
︑
学
び
と
幸
せ
の
脳
科
学
を
私
た

ち
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
︒
そ
の
後
︑

午
後
か
ら
は
各
会
場
に
分
か
れ
て
分

科
会
が
行
わ
れ
た
︒

大
会
二
日
目
の
八
月
二
十
三
日
︑

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
に
お
い
て
︑
武
生

商
業
高
校
の
吹
奏
楽
部
と
福
井
商
業

高
校
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
﹁
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
﹂
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
︑

﹁
福
井
の
恐
竜
～
ア
ジ
ア
︑
そ
し
て

世
界
へ
～
﹂
と
い
う
演
題
で
福
井
県

立
恐
竜
博
物
館
特
別
館
長
の
東
洋
一

氏
に
よ
る
﹁
記
念
講
演
﹂
が
あ
っ
た
︒

最
後
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
︑
来
年
度

の
開
催
県
で
あ
る
岩
手
県
へ
大
会
旗

を
引
き
継
い
だ
︒

こ
の
福
井
大
会
に
は
︑
本
県
か
ら

百
四
十
二
名
の
参
加
が
あ
っ
た
︒

大会
テーマ

一
四
二
名
が
参
加
！

一
四
二
名
が
参
加
！

教
育
と
考
福

～
未
来
に
引
き
継
ぐ
知
と
恵
み
～

第
六
十
四
回
全
高
Ｐ
連
大
会
福
井

大
会
は
︑八
月
二
十
二
日
︑サ
ン
ド
ー

ム
福
井
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
︑
全
国

各
地
か
ら
約
九
千
五
百
名
の
会
員
を

集
め
︑
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
の
模
様

を
他
の
二
会
場
へ
映
像
配
信
す
る
と

い
う
全
体
会
で
開
幕
︒
福
井
県
吟
剣

詩
舞
道
総
連
盟
に
よ
る
演
舞
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
︑
一
般
社
団
法
人

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
佐
野

元
彦
会
長
の
式
辞
︑
北
風
俊
哉
大
会

実
行
委
員
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
︑

文
部
科
学
大
臣
下
村
博
文
氏
︑
福
井

県
副
知
事
︑
福
井
県
議
会
議
長
等
来

賓
の
祝
辞
︑
表
彰
式
と
続
い
た
︒

表
彰
式
で
は
本
県
か
ら
︑
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
高
志
館

高
等
学
校
教
育
振
興
会
が
受
賞
さ
れ

た
︒
続
い
て
行
わ
れ
た
全
国
大
会
会

長
表
彰
の
優
秀
単
Ｐ
表
彰
で
は
︑
敬

徳
高
校
後
援
会
と
︑
盲
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
︑
功
労
者
表
彰
で
は
︑
香
楠
中
・

鳥
栖
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長
の
古
財
政

成
氏
と
︑
唐
津
東
高
・
中
学
校
振
興

会
前
会
長
の
平
松
宏
氏
が
受
賞
さ
れ

た
︒
ま
た
︑
役
員
等
表
彰
で
は
︑
県

九
高
Ｐ
連
大
会
﹁
長
崎
大
会
﹂

期
日

平
成
二
十
七
年
六
月

十
八
日
㈭
・
十
九
日
㈮

会
場

長
崎
県
立
総
合
体
育
館
他

全
高
Ｐ
連
大
会
﹁
岩
手
大
会
﹂

期
日

平
成
二
十
七
年
八
月

十
九
日
㈬
～
二
十
一
日
㈮

会
場

岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
他

鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭
鋭

３
年
生
を
励
ま
す
会

卒
業
を
目
前
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
へ
向
か
っ
て
旅
立
っ
て
行
く
３
年

生
の
前
途
を
祝
し
︑
３
年
生
の
最
終

登
校
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
︒
会
場
は
学
校
近
く
の

嬉
野
市
中
央
公
民
館
で
︑
参
加
者
は

３
年
生
全
員
︑
職
員
︑
市
長
他
来
賓

で
す
︒
会
の
内
容
は
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

に
よ
る
﹁
子
育
て
の
記
﹂
の
朗
読
︑

ク
ラ
ス
代
表
に
よ
る
進
路
体
験
意
見

発
表
︑
特
別
講
師
に
よ
る
講
話
︑
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
に
よ
る
余
興
︵
踊
り
︶︑
会

食
︵
弁
当
・
お
茶
︶
で
す
︒

○
﹁
子
育
て
の
記
﹂
の
朗
読

卒
業
生
の
保
護
者
全
員
に
︑
普
段

は
照
れ
く
さ
く
て
言
え
な
い
事
や
︑

我
が
子
の
成
長
を
振
り
返
り
︑
今
だ

か
ら
伝
え
た
い
親
の
本
音
を
書
い
て

も
ら
い
︑
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
数
名
分
を

代
読
す
る
形
式
で
行
っ
て
い
ま
す
︒

全
員
分
を
冊
子
に
し
て
卒
業
生
全
員

に
配
付
し
ま
す
︒︵
保
護
者
名
は
一

切
記
載
し
な
い
状
態
で
生
徒
名
も
わ

か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒︶

○
進
路
体
験
意
見
発
表

毎
年

月
に
１
︑
２
年
生
全
員
に

11

対
し
３
年
生
の
代
表
者
に
進
路
を
決

め
る
に
あ
た
っ
て
の
体
験
を
話
し
て

も
ら
い
１
︑
２
年
生
の
進
路
に
対
し

て
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
が
︑
３
年
生
を
励
ま

す
会
に
お
い
て
も
︑
ク
ラ
ス
代
表
に

よ
る
体
験
発
表
を
行
う
こ
と
に
よ
り
︑

保
護
者
や
市
の
役
員
さ
ん
に
も
聞
い

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
︒
本
年
度
は
11

月
の
進
路
体
験
意
見
発
表
の
場
に
１
︑

２
年
生
の
保
護
者
も
呼
ぼ
う
と
い
う

提
案
が
進
路
指
導
部
で
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
︒

○
特
別
講
師
に
よ
る
講
話
︵
浄
林
寺

住
職
日
野
恵
一
氏
︶

卒
業
生
に
対
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
へ
向
け
て
の
激
励
の
気
持
ち
を

込
め
て
の
講
話
で
す
︒

３
年
生
は
真
剣
に
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
︒
こ
の
講
話
が
地
元
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
流
さ
れ
一
般
の

人
も
講
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
︒
こ
の
こ
と
が
縁
で
︑
４
月
の
開

校
記
念
式
典
の
行
事
で
も
全
生
徒
を

前
に
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

最
後
に

い
つ
の
時
代
も
︑
子
ど
も
は
親
の

背
中
を
見
て
育
っ
て
い
き
ま
す
︒
今

一
度
︑
私
た
ち
大
人
が
自
ら
の
発
言

や
行
動
を
律
し
︑
未
来
に
向
け
て
生

き
る
べ
き
姿
を
︑
子
ど
も
と
一
緒
に

創
造
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
︒
そ

し
て
︑
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
︑
さ
ら
に

活
動
内
容
の
充
実
に
努
め
︑
心
新
た

に
前
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
︒

平
成
二
十
六
年
度

九
州
地
区
盲
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

総
会
並
び
に
研
究
協
議
会

佐
賀
大
会


